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その
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交
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一
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が市

 

 

 

 

 

 

章 障害

佐倉市

置・地勢 

本市は、千

央に位置し

離にありま

に１５Km

は、南西に

旛沼が広が

平成２２年

９K㎡です

本市の市域

台地、傾斜

の間を鹿島

が流れ、印

高３０m前

部に位置す

います。 

交通は、京成

そ６０分、成

内には新交

と住宅地を

一方、道路状

心や成田国

市内を走る

害者を取り

市の特性 

千葉県北部、

し、都心から

ます。成田国

、県庁所在

に２０Km、

がります。市

年３月末現

す。 

域は、印旛沼

斜地からなっ

島川や高崎川

印旛沼に注

前後の下総

する佐倉城跡

成電鉄、J

成田国際空

交通システム

を結ぶ市民の

状況は市の

国際空港への

主要な幹線

り巻く現状

、下総台地

ら４０Km

国際空港へ

在地の千葉

市北部に

市の行政面

在、１０３

沼の南に広

っており、

川、小竹川

いでいます

台地は、北

跡、印旛沼

R総武本線

空港と千葉へ

ムによる山

の足となっ

の南部に東関

の大動脈と

線道路とな

状と課題

地の 

の

へは

葉市

には

面積

３．

広が

 

川な    

す。 

北から南へ

沼周辺、南部

線・成田線

へは、それ

山万ユーカ

ています。

関東自動車

となっていま

なっています

(11ペー

   佐

向かうほど

部の農村地

が市の東西

れぞれ２０分

リが丘線が

 

車道路佐倉イ

ます。また

す。 

ージ)

佐倉市の位置

ど徐々に高

地帯などは豊

西を貫き、

分でアクセ

が運行し、バ

インターチ

た、国道５

置図 

高くなります

豊かな自然

東京都心ま

セスできます

バス路線と

チェンジがあ

１号や国道

す。台地の

然に恵まれ

までは、お

す。また、

とともに各

あり、東京

道２９６号

 

の

れ

お

各

京

号



  
  

 

 

(２)沿

 本市

候に恵

います

 鎌倉

葉氏や

 西暦

土井利

を中心

しまし

 幕末

睦、佐

る西村

連隊(そ

いに賑

 戦後

村・和

町(当時

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革 

市の周辺は

恵まれてい

す。 

倉・室町時

や原氏など

暦１５９０

利勝によっ

心とした地

した。 

末から明治

佐倉順天堂

村茂樹や津

その後の第

賑わいをみ

後の復興期

和田村の６

時)の一部が

は、印旛沼及

います。この

時代には、市

が市域周辺

年以降は関

て佐倉城が

地域では商業

治にかけては

堂を開いた蘭

津田仙など、

第５７連隊)

みせました。

期を経て、昭

町村の合併

が編入され

及びその周

のため、旧

市内に臼井

辺を支配し

関東に入っ

が築かれ、

業が発達し

は、日米修

蘭医の佐藤

、数多くの

)が佐倉城跡

 

昭和２９年

併により、

れ、現在に至

周辺河川がも

旧石器時代に

井城や岩富城

していました

った徳川家康

城下町と

し、また、街

修好通商条約

藤泰然、洋画

の人材が佐倉

跡に置かれ

年３月に、佐

佐倉市が誕

至っていま

(12ペー

もたらす水

に人々が活

城が築城さ

た。 

康の支配す

しての機能

街道筋の臼

約締結交渉

画家の浅井

倉から輩出

れたことか

佐倉町・臼

誕生しまし

ます。 

ージ)

水利の良さ

活動し、多

されました

するところ

能も整備され

臼井や馬渡

渉の幕府側

井忠、日本

出されまし

ら、佐倉は

臼井町・志津

した。その後

と、比較的

くの遺跡が

。戦国時代

となり、そ

れました。

は宿場町と

責任者であ

の教育の先

た。また、

は連隊の街と

津村・根郷

後、旭村及

的温暖な気

が分布して

代には、千

その重臣の

佐倉新町

として発展

ある堀田正

先駆者であ

歩兵第２

としても大

郷村・弥富

及び四街道

 

気

て

千

の

町

展

正

あ

大

富

道



  

 2 

 

(1)人
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一
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高齢者

生産年

年少

総人口
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佐倉市の

口の推移 

平成２２年

０年前の平

微かなが

一方、高齢

０５人増加

０年前と比

平成２２年

４歳)が１２

います。 

       

成 13

者人口 22,

年齢人口 127,

少人口 24,

口(人) 174,

24,27

127,3

22,42

0

,000

,000

,000

,000

,000

,000

,000

,000

,000

,000

平成1

の人口 

年３月末現在

平成１３年３

がら増加して

齢者人口(65

しています

比較すると１

年３月末現在

２．４％、

 佐倉市の

3 14 

423 23,896

378 126,962

277 23,766

078 174,624

77 23,766

378 126,962

23 23,896

13 14

年少人

在の佐倉市

３月末の時

ています。

5 歳以上)は

す。また、生

１１，３７

在の佐倉市

生産年齢人

の年齢別(３区

15 

6 25,372

2 126,235

6 23,426

4 175,033

23,426 23

126,235 125

25,372 26

15

口 生産年

市の人口(住

時点と比較す

 

は３８，１

生産年齢人口

２人減少し

市の年齢別(

人口が６５

区分)人口の推

16 

26,710 2

125,767 12

23,096 2

175,573 17

(13 ペー

3,096 22,64

5,767 124,38

6,710 28,08

16 17

年齢人口

民基本台帳

すると、１

２８人で、

口(１５～６

しています

(３区分)人

．９％、高

推移  資料

17 18

8,087 29,9

4,388 122,7

2,643 22,3

5,118 174,9

ージ)

3 22,315

88 122,738 1

7 29,931

18

高齢者人口

帳による)は

，８３６

、１０年前

６４歳)は１

す。 

人口の構成比

高齢者人口

料:住民基本台帳

19 

31 32,034 

38 120,963 

15 22,129 

84 175,126 

22,129 21,9

120,963 119,

32,034 34,0

19 2

口 (単位：

は１７５，９

人 １．０

前と比較す

１１６，００

比は、年少

が２１．７

帳人口(各年３

20 

34,024 

119,136 1

21,974 

175,134 1

974 21,949

,136 117,326

024 36,326

20 21

人)

９１４人で

０４％の増

ると１５，

０６人で、

少人口(０～

７％となっ

３月末現在)

21 2

36,326 38

17,326 116

21,949 21

75,601 175

 

9 21,780

6 116,006

6 38,128

22年

で、

増

～

 

2 

,128

,006

,780

,914
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(1)障

  平

で、

の増

てい

５８

  平

０％

     

平 

身体障

知的障

精神障

合 

 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

障害者

害の種別人

平成２２年

１０年前

増となって

います。精

８人の増と

平成２２年

％と最も高

       

成 13

障害者 3,

障害者 

障害者 

計 3,

128
461

3,122

0

0

0

0

0

0

0

平成13

者の状況 

人口の推移

年３月末現在

前の平成１３

ています。こ

精神障害者保

、著しく増

年３月末現在

高く、知的障

      

3 14 

122 3,323

461 493

128 137

711 3,953

137
493

3,323 3

14

精神障

 

在の佐倉市

３年３月末

この増加率

保健福祉手

増加してい

在の佐倉市

障害が１３

 障害の種

15 

3 3,443

3 502

7 189

3 4,134

189 239
502 514

3,443 3,68

15 16

障害者 知

市の各種障害

末の時点と比

率は、佐倉市

手帳の所持者

います。 

市の障害の種

．５％、精

別人口の推

16 1

3,686 3

514

239

4,439 4

 

(14 ペー

9 307
4 567

86
3,869

6 17

知的障害者

害者手帳の

比較すると

市民全体の

者数は５８

種別人口の

精神障害が

推移      

17 18

3,869 3,71

567 57

307 34

4,743 4,63

ージ)

345
575

3,711 3

18

身体障害者

の所持者の総

と、１，４

の増加率よ

８６人で、

の構成比は、

が１１．４％

各種手帳所

19 

1 3,625 

5 595 

45 400 

1 4,620 

400 43
595 62

3,625 3,4

19 20

者 (単位:

総数は５，

２３人 ３

りも遥かに

１０年前と

、身体障害

％となって

所持者数(各年

20 

3,488 3

623 

430 

4,541 4

30 483
23 652

88 3,660

0 21

人)

１３４人

３８．３％

に高くなっ

と比べて４

害が７５．

ています。

年３月末現在)

21 22

3,660 3,85

652 69

483 58

4,795 5,13

 

586

695

3,853

22年

人

％

 

53

95

86

34



  
 (2)身

  平

その

歳以

り障

 

  障

続い

    

視覚

 

身体障害の

平成２２年

の内１８歳

以上が２，

障害になる

18 歳未満

障害の種別

いて内部障

       

覚障害 

２７１人 

63

状況 

年３月末現在

歳未満が８３

４３８人い

る場合が多く

 

８３人 

による構成

障害が１，１

     障害

聴覚・平衡 

機能障害 

３１１人

3.2%

28.9%

在の佐倉市

３人、１８

います。身

く、１８歳

年齢別身体

18～65 歳未

１，３

成比は、肢

１１４人(２

害の種別身体

音声

そしゃく機

人 

2.

市の身体障害

～６５歳未

身体障害のあ

歳以上の方が

体障害者手帳

未満 

３３２人

肢体不自由が

２８．９％

体障害者手帳

・言語・ 

機能障害

４８人

 

(15 ペー

.2%

7.0%
8

害者手帳の

未満(生産年

ある人は、

が大部分(９

帳所持者数

65 歳以

２

が２，１０

)となってい

帳所持者数

肢体不自由

２，１０９

ージ)

34.6%

8.1%
1.2%

54.7%

の所持者数

年齢人口)が

人生の途

９７．８％

     (平

以上  

２，４３８人

０９人(５４

います。 

      (平

由 内部

人 １，

%

は３，８５

が１，３３２

中で事故や

)を占めて

平成２２年３月

合 計

３

４．７％)で

平成２２年３月

障害 

１１４人 

18歳
18～
65歳

視覚障害

聴覚・平

機能障害

音声・言

そしゃく

肢体不自

内部障害

５３人で、

２人、６５

や疾病によ

います。

月末現在) 

計 

３，８５３人

最も多く、

月末現在) 

合 計 

３，８５３人

 

歳未満

～65歳未満
歳以上

害

平衡

害

言語・

機能障害

由

害

よ

 



  
 (3)知

  平

８歳

 

 

  ま

１)が

です

 

知的障害の

平成２２年

歳未満が１

１８歳

また、障害

が２１７人

す。 

軽

72.9

状況 

年３月末現在

８８人(２

歳未満 

１８８

程度別に分

人(３１．２

軽度 

２２５人

9%

36.4%

在の佐倉市

７．１％)、

年齢別療育

８人 

分類すると

２％)、重度

障害程度

中

人 

市の療育手帳

、１８歳以

育手帳所持

１８歳以上

、軽度(Bの

(マルA、A

度別療育手帳

中度 

２１７人

 

 

 

(16 ペー

31

帳の所持者

以上が５０

者数     

上 

５０７人

の２)が２２

Aの１、A

帳所持者数

重度

ージ)

27.1%

3

1.2%

者数は、６

７人(７２．

 (平成２２

合

２５人(３２

Aの２)が２

     (平

度 

２５３人

32.4%

９５人で、

９％)です

年３月末現在

合計 

６９

２．４％)、

２５３人(３

成２２年３月

合計

その内１

す。 

在) 

９５人

中度(Bの

３６．４％)

末現在) 

計 

６９５人

 

１８歳未満

１８歳以上

軽度

中度

重度

 

の

 

満

上

度

度

度



  
 (４)精

  平

で、

０人

 

精神

制度が

は、１

近い数

  

 

1
1
1
1
1

精神障害の

平成２２年

その内１

人(２５．６

１級 

神障害には

があります

１，６５１

数値となっ

       

手
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の状況 

年３月末現在

級が９８人

６％)です。

障害

９８人 

は精神障害者

す。平成２２

人です。精

ています。

        

手帳所持者数

2

手

在の佐倉市

人(１６．７

 

程度別精神

２級

者保健福祉

２年３月末現

精神障害者

 

       

数 

５８６人

25.6%

586

帳所持者数

市の精神障害

７％)、２級

神障害者保健

３３８人

祉手帳と佐

現在の佐倉

者保健福祉手

       

自立支

人

 

 

(17 ペー

害者保健福

級が３３８人

健福祉手帳所

３級

倉市自立支

倉市の自立支

手帳所持者

     (平成

支援医療費(精

ージ)

16.7%

57.7%

自立支

福祉手帳の所

人(５７．７

所持者数  (

級 

１５０人 

支援医療費

支援医療費

者の５８６

成２２年３月

精神通院)受

１

%

16

支援医療費(精

所持者数は

７％)で、３

(平成２２年３

合

費(精神通院

費(精神通院

人と比較す

末現在) 

受給者数 

，６５１人 

651

精神通院)受給

は５８６人

３級が１５

３月末現在)

合計 

５８６人

院)の２つの

院)受給者数

すると３倍

 

１級

２級

３級

給者数

人

 

人

の

数

倍

 

級

級

級



  

 ４ 

 

平成

調査と

ったヒ

た。 

 

(１)情

障

め、

倉」

ショ

生活

され

ま

よる

 

(2)社

障

しか

族や

で明

ム(

応す

 

(３)高

高

高齢

ある

生活

 

 

 

障害者

成２１年１

と、家族団

ヒアリング

情報提供とコ

障害のある

、生活の中

」や佐倉市

ョンはもと

活場面で、

れる社会的

また、災害

る迅速で確

会資源の整

障害のある

かしながら

や関係者に

明るく自立

(共同生活介

する社会資

高齢化する家

高齢化の進

齢化により

る人は家族

活していく

者の置かれ

０月に障害

団体、社会福

グの内容から

コミュニケ

る人は、それ

で得られる

市ホームペー

とより、障害

必要となる

的な環境が求

害時など緊急

確実な情報の

整備 

る人も障害

ら障害者を取

に大きな負担

立した生活を

介護)などを

資源や福祉サ

家庭への支

進展による課

り、親が亡く

族の支援が受

くためには、

れた現状と

害のある人

福祉事業者

ら、障害者

ケーション

れぞれの障

る情報が制

ージなどに

害のある人

る情報の提

求められま

急な対応が

の伝達が必

のない人と

取り巻く社

担がかかっ

を送るため

を整備する

サービスが

支援 

課題は、障

くなるか或

受けられな

、障害のあ

と課題 

人やそのご家

者団体、およ

者の置かれた

障害の特性

制限されてい

による情報提

人の余暇活動

提供とコミ

ます。 

が必要な場

必要です。

と同じよう

社会環境が不

っている現状

めには、グ

ることが必要

が受けられる

障害のある

或いは重度障

なくなります

る人を社会

(１８ペー

家族７４０

よび公共機

た現状と課

に応じた社

いる状況に

提供や、市

動や文化活

ュニケーシ

合は、障害

に、地域の

不十分なた

状がありま

グループホー

要です。ま

る体制づく

人やその家

障害になっ

す。障害の

会全体で支

ージ)

０名を対象

機関等の計

課題につい

社会的配慮

に置かれてい

市役所の窓

活動、スポ

ションの確

害のある人

の中で暮ら

ため、障害

ます。障害

ーム(共同生

また、一人

くりが求めら

家族も同じ

った場合な

のある人が

えるしくみ

に行ったア

１７団体を

て要点を整

がなされて

います。「こ

口でのコミ

ーツ活動な

保に必要な

人が利用可能

す権利があ

者本人はも

のある人も

生活援助)・

ひとりのニ

られていま

じ様に現れま

ど、残され

が地域の中で

みづくりが

アンケート

を対象に行

整理しまし

ていないた

こうほう佐

ミュニケー

など様々な

な配慮がな

能な方法に

あります。

もとより家

も地域の中

・ケアホー

ニーズに対

ます。 

ます。親の

れた障害の

で自立して

が必要です。

 

行

し

た

佐

ー

な

な

に

家

ー

対

の

の

て

 



  
 

(４)障

障

対応

り組

等の

す様

 

(５)自

平

える

因・

によ

の中

など

求め

 

(６)就

障

した

人を

の人

業や

要で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害の早期発

障害の早期

応とともに

組みです。

の連携によ

様々な不安

自殺対策 

平成１０年

る高い水準

・動機(厚生

よれば、原

中でも、う

ど、悩みの

この支援は

められます

就労機会の確

障害のある

た収入を得

を企業や事

人たちとと

や事業者が

です。 

発見・早期

期発見・早期

に、障害の特

健康診査等

より、適切な

安の解消等心

年に日本の年

準で推移し

生労働省：自

原因や動機が

うつ病をは

のある人に対

は高い専門性

す。 

確保 

る人が地域

得ることが必

事業所が受け

ともに働く機

が障害に対す

期療育 

期療育は、

特性や個々

等で障害を

なリハビリ

心理的負担

年間自殺者

ています。

自殺・うつ病

が確定でき

じめとする

対する適切

性が求めら

の中で自立

必要です。

け入れる体

機会が得ら

する理解を

障害のあ

々の状況に合

を発見した場

リテーショ

担の軽減を図

者数は３万

「平成１９

病等対策プ

きた自殺者の

る精神疾患が

切な支援が必

られること

立した生活

しかし、長

体制は十分

られるよう、

を深めなが

 (１９ペー

る人や障害

合わせた対

場合は、す

ンや療育の

図ることが

人を超え、

９年以降の

プロジェクト

の6割強が

が関係する

必要です。

から、県な

を送るため

長引く不況

とは言えま

、福祉的就

ら、障害の

ージ)

害のある子

対応を進め

すみやかに

の提供とと

が大切です。

その後も

の警察庁統計

トチームと

が健康問題

る場合が多

 

など関係機

めには、就

況の影響な

ません。障

就労の場の

のある人の

どもの保護

る上で大変

相談機関や

もに、障害

。 

引き続き３

計における

とりまとめに

題となってい

く、相談体

機関と連携し

就労の場を確

どにより障

害のある人

確保はもと

就労機会の

護者が望む

変重要な取

や医療機関

害がもたら

３万人を超

る自殺の原

について)」

います。そ

体制の充実

した対応が

確保し安定

障害のある

人も、多く

とより、企

の確保が必

 

む

取

関

超

原

そ

実

が

定

る

企

必



  
 

 

アン

台

調

母

抽

抽

調

調

回

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンケート調

台帳の日付 

調査対象 

母  数 

抽 出 数 

抽 出 法 

調査方法 

調査時期 

回収結果 

調査の概要 

平成21年

身体障害

所持

37

7

上記

無記名

平

有

年8月31日

害者手帳

持者 

740 

40 

記対象者から

名 郵送によ

平成２１年１

有効回答数

日

療育

所持

67

ら無作為抽

よる配布・

１０月１日

数 ４９８票

(２０ペー

手帳 

持者 

70 

抽出 

回収 

日から平成２

票   回

ージ)

精神障害者

所持者又は

(精神通

所

1

２１年１０

回収率 ６７

 

者保健福祉

は自立支援

通院)受給者

所持者 

1,636 

 

 

 

０月３１日 

７．３％ 

祉手帳 

援医療 

者証 

 



  
 

ヒアリ

佐倉市

佐倉市

佐倉市

印旛地

千葉発

佐倉グ

佐倉市

さくら

佐倉市

佐倉市

（福）

佐倉市

佐倉市

印旛市

印旛郡

千葉県

印旛健

成田公

 

リング発表

市身体障害者

市ろう者協会

市手をつなぐ

地区自閉症協

発達障害児

グループ 

市精神障害者

らクローバー

市視覚障害

市社会福祉施

）佐倉市社会

市ボランティ

市民生委員

市郡医師会佐

郡市歯科医師

県立印旛特別

健康福祉セン

公共職業安定

表団体 

者の会 

会 

ぐ育成会 

協会佐倉地

・者親の会

者家族会「か

ーの会 

害者会 

施設協議会 

会福祉協議会

ィア連絡協議

・児童委員協

佐倉地区 

師会佐倉地

別支援学校 

ンター 

定所 

区 

「コスモ」

かぶらぎ会

会 

議会 

協議会 

区 

 

会」 

(２１ペー

身体障害者

聴覚障害者

知的障害者

自閉症児(

発達障害児

精神障害者

重症心身障

視覚障害者

（福）えの

地域福祉推

佐倉市ボラ

千代田地区

医師会佐倉

歯科医師会

印旛特別支

地域保健福

事業所援助

ージ) 

者の会 

者の会 

者の会 

(者)の会 

児(者)親の会

者家族会 

障害児(者)の

者の会 

のき会 

推進グルー

ランティア連

区会長 

倉地区理事 

会佐倉地区理

支援学校教諭

福祉課 

助部門 

会 

の会 

プ 

連絡協議会

理事 

諭 

代表 


